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47 52 2 0
58 37 4 1
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Ａ　とても
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Ｂ　少し
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Ｃ あまり
そう思わない

Ｄ 全然そう
思わない

57 36 5 3
26 36 32 6
47 44 7 2
25 56 16 3
45 49 4 1
35 51 12 3

(数値％)

令和６年度　学校評価アンケート　集計結果報告

【授業の工夫・児童理解】

項　　　　　目

１　先生は、基礎・基本を押さえた分かりやすい授業を工夫していると思いますか。

２　先生は、子どもをよく理解し、真剣に対応していると思いますか。

３　先生は、いじめのない楽しい学級づくりにつとめていると思いますか。

【児童の学習や生活】

項　　　　　目

４　お子さんは楽しく登校していますか。

５　お子さんは、自主的に家庭学習に取り組んでいますか。

６　お子さんは、学校で好ましい友人関係を築いていますか。

７　お子さんは、いつも明るく、元気のよいあいさつができていますか。

８　お子さんは、交通安全に心がけ、自他の命を大切に、落ち着いた生活を送っていますか。

９　お子さんは、いつも規則正しい生活リズムに心がけ、健康的な生活を送っていますか。

　日頃は、本校の教育活動にご理解いただきありがとうございます。１２月にご協力いただきま
した「学校評価アンケート」の集計結果をお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年３月１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛西市立永和小学校長　吉田奈緒美
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日頃から、本校の教育活動に深いご理
解とご協力をいただきありがとうござい
ます。

３項目とも、Ｃ、Ｄの割合が４～７ポ
イント減り、Ａ、Ｂの割合が増えました。
本校の教育活動にご理解をいただいてい
ることをありがたく思います。基礎・基
本を大切にし、今後も分かりやすい授業
を工夫するとともに、一人一人を大切に
した教育活動を進めていきます。
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項目４、６のＡ、Ｂの割合の高さから、
楽しく登校し、好ましい友人関係を築き、
落ち着いて生活できていると考える家庭
が多いことが分かります。また、項目５
のＡ、Ｂの割合が４ポイント増え、学校
の取組とともに、ご家庭の協力が進んで
いることがうかがわれます。子どもたち
のよりよい学習習慣形成のため、今後も
ご協力をお願いします。

本校では、定期的に生活に関するアン
ケート調査を行い、担任と児童が個々に
話をする個別教育相談日を設けています。
引き続き子どもたち一人一人の学校生活
がよりよく、楽しいものとなるように、
ご家庭と協力しながら見守っていきます。
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【学校・保護者の連携】

Ａ　とても
そう思う

Ｂ　少し
そう思う

Ｃ あまり
そう思わない

Ｄ 全然そう
思わない

40 51 8 2
37 51 9 3
43 51 6 1
25 54 20 2
12 48 31 9
45 45 9 0

(数値％)

14学校の施設・設備は充実していて、教育環境が整っていると思いますか。

【学校環境】

【家庭生活・保護者】

　たくさんのご意見やご感想をありがとうございました。このアンケート結果を次年度に向けて参
考にし、今後の教育活動に生かしていきたいと思います。
　これからも、変わらぬご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

15家庭では、学校での出来事を話題にして、親子でよく話をしていますか。

項　　　　　目

10学校は、学校の様子を学年通信等の各種たよりやホームページでよく伝えていると思いますか。

11学校は、家庭への連絡や意思疎通をきめ細かく行っていると思いますか。

12学校は、保護者の悩みや相談に親身になって対応していると思いますか。

13学校は、危険箇所や不審者対応への配慮がなされ、安全であると思いますか。
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３項目とも肯定的な意見が昨年度と比
べて７～９ポイント高くなっています。
本年度も、行事だけでなく児童の日々の
様子を伝えるためにホームページでの情
報発信を積極的に行いました。また、児
童の様子を共有するために、毎月、教育
相談日が設けてあります。いつでもご連
絡ください。
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２項目とも他項目に比べて肯定的な意
見が少ない状況が続いています。校内の
修繕が必要な箇所につきましては、市と
連携しながら、安全面を最優先に進めて
いきます。本年度は、体育館の雨漏りや、
手洗い場の漏水などを修繕しました。施
設の老朽化については、引き続き市と相
談していきます。

また、校内の安全対策として、児童登
校後の門扉を閉めています。来校時の門
扉の開閉の徹底について、引き続きご協
力をお願いいたします。

A B C D15

昨年度に引き続き、家庭での会話の中
に、学校での出来事が話題になる家庭が
多いという結果になりました。今後も、
子どもたちの心に残るような教育活動に
取り組んでいきます。


